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１．はじめに  

 公共事業の調査・計画、設計、入札、施行及び維持管理等の各プロセスにおいて、効率的に情報を交換・共

有・連携できる環境を創出することを目的に、建設 CALS/EC の取り組みが進んでいる。とりわけ、事業の初

期プロセスである地質調査の成果については、「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」1)が国土交通省におい

て策定され、調査成果の電子納品に XML 形式を採用し、調査内容の詳細まで記録されることとなった。しか

し、本来の目的であるデータの共有・再利用については、各種アプリケーションの提供が始まっているものの、

現在のところ十分に機能しているとは言い難く、積極的な展開が求められている。とりわけ、調査・研究とい

った多種多様な目的に対応した、汎用性のある情報処理ツールはほとんどない。本報では、今後蓄積される

XML 形式の地質・土質調査成果を地盤情報のデータベースとして有効利用することを目的に、情報処理ツー

ルの構築を行った。 

２．XML 形式の地盤情報の利用 
 「地質・土質調査成果電子納品要

領(案)」において、地質調査・各種

試験で得られた調査情報について

XML 形式で記録されることとなっ

た。これにより、各種データに「N

値」、「深度」、「土質区分」といった

論理的な意味情報（属性）が詳細に

わたって付与されることとなり、技

術的にはデータの自動的な検索が

可能となった。 

 また、XML は様々な分野で採用が進んでいる技術であり、とりわけ、先行して規格が整理されているイン

ターネット技術と GIS 技術との情報の交換が容易になったメリットは小さくない。しかしながら、XML 形式

のデータはツリー構造であるため、人の手で自由自在にデータを抽出し整理することは容易ではない。基本的

なデータ閲覧や各種図面作成、特定の部分に特化した解析ソフトは、XML 形式に対応したものが整備されつ

つあるものの、XML 形式非対応の既存ソフトも多くあり、また、調査・研究等の多種多様な情報処理をする

ためには目的に応じた専用のプログラムを新たに開発する必要があるのが現状である(図－１)。 

３．情報処理ツールの構築 

 新規性・先進性があるようなソフトウエアが用意さ

れていない調査・研究等の目的のために情報処理をす

る場合、汎用性に富む表計算ソフトを用いて検討する

ことが多い。本検討では、XML 形式のデータベース

から必要な情報を検索抽出し、表計算ソフトや既存の

ソフトであつかえるよう、CSV 形式に変換出力する

情報処理ツールを作成した。 

表－１ 情報処理ツールの構成 
名称 ライセンス 備考 

GIS 
エンジン MapServer 2) オープンソース  

地図情報 国土地理院 
数値地図 250003) 

インターネット上で

公開  

柱状図 
表示 GeoView 4) フリーウエア 開発元：(有)

ジーテック 
検索機能 

地図上、全文、ファイル名、

XML タグ項目指定 
 

関連項目抽出ツール 

※今回構築したアプ

リケーション 
 

キーワード 地盤情報データベース XML GIS 
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(1)データ登録機能 

 電子納品要領にのっとった成果には、位置情報が明記されて

いる。データ登録機能では、管理ファイルの中に書かれた XML

の情報を読み取り、自動で地図上に業務位置及び、ボーリング

位置のプロットを行う機能を実装した。また、電子納品要領策

定以前の既存の成果品についても、位置情報を付与したものに

ついて、登録可能にした。XML 形式による調査内容の詳細につ

いては電子化されないものの、GIS 上に表示可能となり、調査

状況の把握、データの引出を容易にしたメリットは大きい。 

(2)データ検索機能 

 登録したデータを検索する機能として、オープンソースの

MapServer を用いた「GIS 表示からの検索」及び「キーワード検

索」の機能を導入した。キーワード検索では、「全文検索」、「フ

ァイル名検索」、「XML タグ項目指定検索」を可能とした。 

(3)関連項目抽出ツール 

 電子納品のデータを利用する際、これまではファイル単位で

利用してきたが、XML 形式の情報をデータ単位で利用可能な

「関連項目抽出ツール」を作成した。これにより、ツリー構造

の XML ファイルから、利用者の目的に応じた任意の条件設定

でデータの抽出が可能となった。抽出したデータは、表計算ソ

フト等で利用しやすい汎用性のある CSV 形式に変換し利用す

ることとした。図－２に、情報処理ツールの利用例として、電

子納品成果から液状化指数の計算に必要な情報を抽出し、表計

算ソフト上に表示した例を示す。 

４．まとめ 

 本検討では、「地質・土質調査成果電子納品要領(案)」にのっ

とった XML 形式のデータベース(ボーリング、室内試験)から、

必要な情報を検索抽出変換する汎用的な情報処理ツールを構築

した。これを用い、実際に XML データを参照し、情報処理ツ

ールによりデータ加工を施すことで、目的のアウトプットを得

ることができた。 
 今回作成した情報処理ツールは、液状化判定のみならず、建

設 CALS/EC の目的に合致した公共事業のライフサイクルを通

じた情報の運用や、他の研究テーマでの応用にも適用可能であ

ると考える。 
 今後は、より汎用的な情報処理ツールの整備、データベース

サーバやネットワークといったインフラの整備、情報提供に関

するルールづくりなど、実運用を念頭においた整理が必要であ

り、検討をすすめたい。 
【参考文献】 1)国土交通省国土技術政策総合研究所：「地質・土質調査成果電子納品要領 (案 )」
(http://www.nilim-ed.jp/) H16.6 2) MapServer (http://mapserver.gis.umn.edu/) 3) 国土地理院：「数値地図(空間デ

ータ基盤)の閲覧」(http://sdf.gsi.go.jp/) 4)ジーテック：「『ボーリング柱状図ビューア（GeoView）β版』」
(http://www.gtec-ni.com/downloadgeo3.html) 

図－3 情報抽出変換ツール 
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図－2 情報処理ツール 
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